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【提案事項】
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農業・農村を支える農地や水路、農道の保全活動等が適切に実施できるよう、多面的機能支払交付金およ
び推進交付金による支援を一層充実すること
土地改良施設の適切な維持管理、適時な機能診断、計画的な更新整備に資する「農地地図情報ＧＩＳシス
テム（水土里情報システム）」のより一層の活用を推進するため、データの充実・更新やシステムの維
持・更新等を支援すること
これらの事業を円滑に行うため、平成３１年度当初予算編成において、農家のニーズに十分応えられる規
模の予算を確保すること
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平成３０年６月１２日（火）、奈良県土地改良事業団体連合会、奈良県農業農村整備事業推進協議会、
奈良県土地改良区連絡協議会合同による平成３１年度奈良県の農業・農村の振興に関する政策提案要望活
動を、行いました。当日は、上田大和郡山市長ほか、土地改良区理事長１０名が代表して、農林水産省、
財務省、国会議員等へ地域の実情を説明しました。

柿の一大生産地である五條吉野地区に用水供給する国営総合農地開発事業に造成された「一の木ダム」水
管理施設や幹線水路の水管橋、ポンプ施設等が老朽化し、用水の安定供給に支障が生じているため、国営
施設応急対策事業を採択して、早期に改修整備に着手すること
農業競争力の強化や国土強靱化を一層推進するため、土地改良法の改正の趣旨に即し、農地耕作条件改善
事業における推進費助成割合を５％から１２．５％に引き上げること、並びに防災減災対策にかかる調査
計画事業の定額助成制度を継続すること

平成３１年度奈良県の農業・農村の振興に関する政策提案・要望活動

農林水産省水⽥官房⻑への要請財務省主計局前⽥主計官への要請

http://www.naradoren.or.jp


【提案事項】
 １．農業農村整備事業の着実かつ円滑な推進ならびに関係予算の確保
 ２．土地改良施設等の管理に対する支援制度の充実
 ３．日本直接支払制度（多面的機能支払）の円滑な推進
 ４．土地改良区の役割増大に伴う運営基盤の強化
 ５．土地改良事業団体連合会の運営基盤の強化

　土地改良区等が国からの補助を受けずに実施する土地改

良事業等に対し、日本政策金融公庫が農家負担の軽減を目

的に、土地改良区等に対し長期・低利で融資する資金です。

　国の補助対象ではない事業（県又は市町単独補助事業）

についても融資の対象となります。

　非補助農業基盤整備資金に関するお問い合わせは

　　奈良県土地改良事業団体連合会 　☎０７４２－２６－１３１０

　☎０７４２－３２－２２７０
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近畿各府県の水土里ネットで構成する近畿水土里ネット連合協議会は、農業農村振興に関する政策提案につ
いて平成３０年６月２０日（水）に近畿農政局に対して、また、平成３０年７月１０日（火）に国会議員、
農林水産省、財務省等に対して、政策提案要望活動を行いました。

　平成３０年６月１３日（水）シェーンバッ
ハ・サボー（東京都）において「農業農村整
備の集い」が、全国土地改良事業団体連合会
及び都道府県土地改良事業団体連合会の共催
で開催されました。当日は、全国から約１，
２００名の水土里ネット関係者が参集しまし
た。集いでは、二階俊博全土連会長の主催者
挨拶、来賓祝辞に続き、宮崎まさお都道府県
土地改良事業団体連合会顧問より「土地改良
区の運営強化等について」講話がありまし
た。国に対する要請案を、水土里ネット岐阜
の藤原会長が朗読し、全会一位で採択されま
した。最後に参加者による、ガンバロウ三唱
が行われ、「農業農村整備の集い」は、盛会
に終了しました。

　　日本政策金融公庫奈良支店農林水産事業

■かんがい排水やほ場整備、客土などの事業を実施し、農業生産基盤の整備・保全の推進を図る場合の費用。

■農業集落排水事業の実施において、国等の補助金以外の受益者が負担する部分(宅地内管敷設、集水桝設置 等)｡

■土地改良区等が行う土地改良施設の維持管理事業に対して、揚排水機場・用排水路・フェンス等の設置等の費用｡

平成３１年度近畿の農業・農村の振興に関する政策提案・要望活動

「農業農村整備の集い」〜農を守り、地⽅を創る予算の確保に向けて〜

非補助農業基盤整備資金について ◇ご案内◇

利 率
固定金利（H30.6.20現在）０．３０％

償還期間
25年以内（うち借置期間10年以内）



農地(畦畔)・農業用施設を

　　　　災害から守りましょう

　台風シーズンを迎えて、農地や農業用施設の災害の発生が心配されます。

農地や農業用施設を災害から守るためには、日頃からの管理が重要となります。

気象情報に注意し、大雨等が予想されるときには、早めに次のことを十分に注意して

下さい。

　 ◆ため池を守る
・余水吐に土のう等を積み上げ、貯水量を増やし

　ていませんか。台風・大雨が予測されるときは
　貯水量を減らしましょう。
・ため池の堤体に陥没又は、ひび割れ、漏水等異
　常があった場合は、速やかに連絡して下さい。

　 ◆水路を守る
    　・堰板、刈り草、土砂等で水の流れを
　 　   阻害していませんか。

    ・道路側溝、横断水路に土砂等が堆
　    積していませんか。

　　　◆農地（畦畔）を守る
    ・用水の取入口は閉まっていますか。
    ・排水口は十分な断面を確保して
    　いますか。

◆農道を守る
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・降雨時は危険ですので、事前に行動してください。

・刈り草を放置すれば、水路や道路の路面水の流れ

を阻害し災害を招く恐れがありますので、集積撤去

してください。

・災害が発生した場合は、地元代表の方を通じ

て速やかに、市町村担当課に連絡してください。

・災害復旧事業の採択に基準があり、また、

工事施工に当たり負担金が必要となります。

どうぞお気軽に、

奈良県土地改良事業団体連合会 農業農村技術課

までご相談ください。



日時： 式典１０月１６日（火）
事業視察１０月１５日（月）から

１７日（水）の３日間
場所： 宮城県総合運動公園グランディ２１

仙台国際センター（宮城県利府町）

　奈良県土地改良事業団体連合会（水土里ネット奈良）

　〒６３０－８３０１　奈良市高畑町１１１６－６なら土連会館１階

　ＵＲＬ：http://www.naradoren.or.jp E-mail：na-doren@hyper.ocn.ne.jp

　Tel：０７４２－２６－１３１０　Fax：０７４２－２６－１２８８
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平成３０年３月２６日（月）に、全国水土里ネット第６０回通常総会の後、東京都千代田区「シェーン
バッハサボー」において全国水土里ネット表彰式が開催されました。全国土地改良功労者表彰（第５９回）
は、永年にわたり土地改良事業に尽力され、功績がみとめられた土地改良関係者（優良団体・個人）が表彰
されるもので、本県からは、【団体表彰・農林水産大臣賞】に倉橋溜池土地改良区が、【団体表彰・金賞】
には、いかるが溜池土地改良区が、【個人賞】に奈良県土地改良事業団体連合会元事務局次長東氏が受賞さ
れました。

　来る１０月１６日（火）、宮城県において、第４１回全国土地改良
大会宮城大会が、『先人の意志を受け継ぐ「伊達の地」に　水土里の
絆　復興の歩み』をテーマに開催されます。

全国水土里ネット表彰式

農林水産大臣賞 受賞者の皆様

お知らせ

http://www.naradoren.or.jp
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